
 

 

 

第４１回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

 

  日 時 令和４年２月７日（月） 

                    １６時～ 

会 場 庁議室兼防災対策室 

 

１ 本市の新型コロナウイルス感染症の感染状況等 

 

２ 政府分科会提言を踏まえた福島市緊急感染防止強化対策 

 

３ その他 
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福島市の感染状況 令和4年2月6日 現在
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※郡山市・いわき市は独自算出

レベル３

レベル２

福島市の感染状況 令和4年2月6日 現在
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福島市の感染状況

１月以降に発生したクラスター12件のうち、市立学校、児童施設のその後（27･28･31･36例目 4件）

27例目 児童施設（1/22発生）

家族・友人

１１名

発生元

１０→１７名

31例目 市立学校（2/1発生）

36例目 児童施設（2/4発生）

家族・友人

８名

発生元

５→２０名

家族・友人

４０名

発生元

１８→３４名

家族・友人

１１名

発生元

８→１２名

28例目 市立学校（1/27発生）

令和4年2月6日 現在
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第６波年代別感染状況（令和４年１月１日～２月６日判明分まで）

未就学児

福島市の感染状況

10歳未満

99人

10代

153人

20代

128人30代

127人

40代

120人

50代

62人

60代

53人

70代

27人

80代

24人
90歳以上

13人

全感染者年代別（806例）

10歳未満(99人)のうち未就学児の割合

令和4年2月6日 現在
- 5 -



福島市の感染状況

その他、“感染拡大傾向”にあるクラスター

32例目 高齢者施設（2/1発生）

家族・友人

４名

発生元

１７→４４名

35例目 陸上自衛隊福島駐屯地（2/3発生）

家族・友人

７名

発生元

７→４３名

令和4年2月6日 現在
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政府分科会提言を踏まえた福島市緊急感染防止強化対策 

 

１． 総体的対策 

① 少しでも症状のある時は出勤や登校を控え、軽い症状の方はまず受診・相

談センター等に電話相談するよう周知徹底 

・指導者は児童生徒・利用者の健康観察を行い、症状が見られた場合は自

宅休養、受診・相談センター等への電話相談を指導 

・家族に症状がある場合には、家族ともども出勤・登校を控えるよう依頼 

② 家庭、特に症状のある方がいる家庭における感染防止対策を周知徹底 

 

２． 学校における感染防止対策 

次の項目を柱に、感染防止対策を徹底する 

① 日々の健康観察の強化・徹底 

② 学校の実情に応じた身体的距離の確保  

・広いスペースへの移動、オンライン活用した教室分割、分散登校＋オンラ

インの組み合わせ など 

③ 感染リスクの高い学習活動の停止（部活動も含む） 

・長時間の近距離対面グループワーク、近距離の大声一斉発声、室内・近距

離での合唱・管楽器演奏、体育での密集活動・組み合う活動 

④ マスク着用（不織布マスクを推奨）、手洗い・手指消毒、換気の徹底 

⑤ 給食時の感染防止対策の徹底 

・手洗い、黙食、身体的距離の確保、会話時のマスク 

⑥ 部活動における感染防止対策の徹底 

・感染リスクの低い活動、個人・小人数、短時間、飲食・共用エリア一斉利用

自粛 

⑦ ICTを活用した学習保障の推進 

・自宅待機・自宅学習者へのオンライン配信、端末持ち帰りと学級閉鎖時等

のオンライン学習への切り替え 

 ※公立小・中学校での対策を参考に、その他の小中学校における感染防止対策 

のさらなる徹底を要請 

 

３． 保育所・幼稚園における感染防止対策 

① 日々の健康観察の強化・徹底 

② 発育状況に応じて無理ない可能な範囲でのマスク着用（一時的取り扱い） 

・希望者に市から不織布マスクを配布 

・指導者は子どもたちの健康状態に注意し、丁寧にサポート 

③ 近距離で歌う室内遊びなどを避け、少人数グループへの分散 
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④ 共用する遊具・玩具のきめ細かな消毒・交換 

⑤ 大人数での行事、特に、保護者等が参加する行事は見合わせること 

⑥ 送迎等での接触低減の徹底 

⑦ 換気の徹底（送迎バスも含む） 

⑧ 食事場面での手洗いの徹底、机を向かい合わせにしないなどの対応 

 

４． 学童や児童養護施設における感染防止対策 

① 日々の健康観察の強化・徹底 

② マスク着用（不織布マスクを推奨）、手洗い・手指消毒、換気の徹底 

③ 施設の実情に応じた身体的距離の確保～近距離で行う活動を避ける 

④ 集まっての飲食は避け、飲食時は黙食、会話時にはマスク着用を徹底 

 

５． 高齢者施設・障がい者施設における感染防止対策 

① 日々の健康観察の強化・徹底 

② 送迎時も含め窓開けによる換気を徹底 

③ レクリエーション活動時もマスク着用（不織布マスクを推奨）の徹底、身体的

距離の確保、分散化しできる限りリスクを軽減。特に、カラオケ等大声を伴

う活動については極力自粛 

④ 飲食時の黙食、会話時のマスク着用を徹底 

 

６． ワクチン接種の促進 

① 保育・教育施設従事者の３回目ワクチン接種を２月１１日より前倒して開始。

概ね２月中の完了を目指す 

② ５～１１歳のワクチン接種を３月から開始。国の供給に応じ、希望者にでき

る限り早く接種を実施 

③ 政策的集団接種も活用しつつ、３回目ワクチン接種をできる限り前倒し。 

※別紙１ ワクチン接種の促進 参照 

 

- 8 -



保育・教育施設従事者３回目集団接種の前倒し

・令和３年７月～８月
・NCVふくしまアリーナ、トヨタクラウンアリーナ

（１）保育施設・幼稚園 約1,800人

（２）児童クラブ等 約 350人

（３）児童養護施設等 約 120人

（４）特別支援学校教職員 約 300人

（５）市立学校教職員 約1,700人

（６）私立・県立・国立教職員 約1,100人

【クラスター発生を受けた対応】

①NCVふくしまアリーナにおける集団接種
・2月1日より高齢者の3回目接種を開始した集団接種
会場において、2月11日（金）より時間帯を分けて
前倒し接種を開始（高齢者の接種予定人数の変更はなし）

・年齢の低い子どもたちと接触の機会が多い施設より
順に接種を進める

【政策的集団接種（１・２回目）】

別紙１ ワクチン接種の促進
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5～11歳に対する1・2回目（初回）接種

（１）第1クール ３月上旬 約1,500回分

（２）第2クール ３月中旬 約4,500回分

（３）第3クール ４月中下旬予定 供給量未定

※５～11歳対象者 約15,000人（×2回＝約30,000回）
※約6,000回＝3,000人×2回 →対象者の20％のみ

【限定的なワクチン供給量への対応方針】

①個別接種：13小児科医院＋２病院（小児科）
集団接種：NCVふくしまアリーナ

②第１・２クール ３月上旬～４月中旬接種
第３クール以降 到着次第接種開始

③接種券の発送、圏域自治体連携接種は、調整中

※今後の国からのワクチン供給量によっては、医師会
と調整し、柔軟に日程を前倒しする。

【小児用ワクチンの供給見通し】

別紙１ ワクチン接種の促進
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